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「細則１－２ 津波被害が想定される施設が講じる津波対策」の解説 

 

平成 23 年に発生した東日本大震災における危険物施設の被害を受け、平成 24 年総務省令第 49

号により危規則第 60条の２第１項第 11号の２が一部改正され、地震に伴う津波への対応が「予防

規程に定めなければならない事項」に追加されました。 

地方公共団体等が作成する津波浸水想定区域図等において、津波による浸水が想定される地域に

ある危険物施設は、津波対策である細則１－２を定める必要があります。 

関係通知：【Ｈ24.８.21消防危 197】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 津波高さが確認できる地方公共団体が公表するサイト 
東京都総務局ホームページ 

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/content/pdf2022/tsunami02.pdf 

中央区ホームページ 

https://www.city.chuo.lg.jp/bosai/kinkyubosai/saigaijoho/tunamiekijouka.html 

港区ホームページ 

https://www.city.minato.tokyo.jp/bousai/hazard_map/hazard_map.html 

「津波による浸水が想定される地

域」は下記の地方公共団体（東京都、

中央区、港区、品川区、大田区、江東

区）が公表するサイト（＊１参照）で

確認することができます。 

東京都建設局等が公表するサイト

で調べた危険物施設の津波リスク（津

波高さ）を記載してください。 

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/content/pdf2022/tsunami02.pdf
https://www.city.chuo.lg.jp/bosai/kinkyubosai/saigaijoho/tunamiekijouka.html
https://www.city.minato.tokyo.jp/bousai/hazard_map/hazard_map.html
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品川区ホームページ 

https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/PC/bosai/bosai-bosai/bosai-bosai-tsunami/bosai-bosai-tsunami-

hyoko/hpg000019626.html 

大田区ホームページ 

https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/chiiki/bousai/jishintaisaku/tsunamitaisaku/tsunamitaisaku_map.html 

江東区ホームページ 

https://www.city.koto.lg.jp/057101/bosai/bosai-top/taiou/guide_7068_7085.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊２ 営業継続判断支援ツール 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-kikenbutuka/gstool/index.html 

施設の実態に応じて変更、削除して

ください。また、特記すべき事項があ

る場合、追加で記載してください。 

ここに記載される「緊急点検」とは、

「本編、第 10、３、⑴」に規定される

もので、以下の方法で行うことができ

ます。 (以下同じ。) 

・緊急点検表（本編、別添え１）を

活用する方法 

・東京消防庁が公表する営業継続

判断支援ツール（＊２及び下記二次

元コード参照）を活用する方法 

 

施設の実態に応じて変更、削除して

ください。また、特記すべき事項があ

る場合、追加で記載してください。 

被害予想の実測は、総務省消防庁ホ

ームページにおいて提供している「屋

外貯蔵タンクの津波被害シミュレー

ションツール」（＊３参照）を活用して

ください。 

当該ツールの使用方法については、

「屋外貯蔵タンクの津波被害シミュ

レーションツールの提供について」

（平成 24 年８月１日付け消防危第

184号）（＊４参照）の別添「屋外貯蔵

タンクの津波被害シミュレーション

ツールに係る利用マニュアル」を参照

してください。 

タンク底板から３ｍ以上の津波浸水が想定される特定屋外タンク貯蔵所を有する場合は、

イの内容を予防規程に定めてください。 

なお、特定屋外タンクとは、貯蔵し，又は取り扱う液体の危険物の最大数量が 1,000キロ

リットル以上の屋外タンクのことをいいます。 

屋外タンク貯蔵所を有する場合は、

の内容を予防規程に定めてくださ

い。 

https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/PC/bosai/bosai-bosai/bosai-bosai-tsunami/bosai-bosai-tsunami-hyoko/hpg000019626.html
https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/PC/bosai/bosai-bosai/bosai-bosai-tsunami/bosai-bosai-tsunami-hyoko/hpg000019626.html
https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/chiiki/bousai/jishintaisaku/tsunamitaisaku/tsunamitaisaku_map.html
https://www.city.koto.lg.jp/057101/bosai/bosai-top/taiou/guide_7068_7085.html
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-kikenbutuka/gstool/index.html
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＊３ 屋外貯蔵タンクの津波被害シミュレーションツール（総務省消防庁ホームページ） 

https://www.fdma.go.jp/publication/simulatetool/simulatetool001.html 

＊４ 屋外貯蔵タンクの津波被害シミュレーションツールの提供について（総務省消防庁ホームペ

ージ） 

https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/assets/240801_ki184.pdf 

 

 

 津波が到達する時間及び従業員等

の避難を考慮した上で、休日・夜間を

問わずに閉鎖できる体制を構築して

ください。 

当該体制を構築するうえで、勤務員

等への連絡方法、弁の閉鎖作業に伴う

他の施設への影響及び弁の閉鎖に要

する時間等について具体的な検討を

行ってください。 

当該措置を講じる場合は、勤務員等

への連絡方法、弁の閉鎖作業に伴う他

の施設への影響及び弁の閉鎖に要す

る時間等及び地震時における予備動

力源の信頼性について十分な検討を

行ってください。 

https://www.fdma.go.jp/publication/simulatetool/simulatetool001.html
https://www.fdma.go.jp/laws/tutatsu/assets/240801_ki184.pdf

